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　　　　　　　　　　　　　　　論　　文　　の　　要　　旨

　ガンマ10タンデムミラーの効率向上の為，セントラル部の高周波イオン加熱に対するサイクロト

ロン共鳴位置及びガス供給法の影響を調べ，サイクロトロン共鳴位置及びガス供給法を最適化した。

又高周波励起波動の伝播特性と加熱機構を調べ，高周波により遅進アルベン波が励起され，共鳴層

へ伝播して行った波がサイクロトロン共鳴により吸収され，イオンが加熱されている事を実験的に

確認した。更にイオン温度の高周波入射電力依存性を求めエネルギー収支の検討を行なった結果，

比較的低い温度では粒子損失に伴うエネルギー損失が高い温度では荷電交換反応に伴うエネルギー

損失が支配的であることを明らかにした。またサーマルバリア電位維持に重要な磁場に平行方向の

イオン温度は垂直方向の温度と共に上昇することを見付け，この温度の非等方性緩和の実験結果を

ホッカープランク（Fokker－P1anck）の式を用いてシミュレーションし，実験とシミュレーション

の比較から，古典的なクーロン衝突と荷電交換反応とのバランス，非等方性温度緩和が起っている

事を明らかにした。

審　　査　　の　　要　　旨

ガンマ10タンデムミラーセントラル部プラズマ申へのエネルギー注入効率やエネルギー損失を調
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べ，エネルギー収支機構を精しく検討し，そのエネルギー注入効率を最適にする条件を求めた事は，

今後のガンマ10の発展に大きく寄与したものとして高く評価される。

　よって，著者は工学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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